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本事業は，中国・四国支部会員の論文，英語口述発表にかかる原稿校閲費用を助成するも

のである． 

 

Ⅰ．支部会員への支援内容  

論文助成「論文原稿校閲費用」および発表助成「英語抄録・発表原稿校閲費用」とする． 

 

1 ．論文助成 

1-1 Radiological Physics and Technology誌論文原稿校閲費用  

1-2 日本放射線技術学会雑誌論文原稿校閲費用(Abstract含む) 

 

ただし，Radiological Physics and Technology誌，日本放射線技術学会雑誌以外の論文に

ついての助成は認めない． 

 

2 ．発表助成 

2-1 JSRT主催国際放射線技術科学会議（ICRST）関係 

2-1-1 英語抄録原稿校閲費用  

2-1-2 英語口述発表スライド校閲費用  

2-1-3 英語口述発表原稿校閲費用  

 

2-2 JSRT総会学術大会（秋季学術大会英語セッションを含む）関係  

2-2-1 英語抄録原稿校閲費用  

2-2-2 英語口述発表スライド校閲費用  

2-2-3 英語口述発表原稿校閲費用  

2-2-4 英語CyPos発表スライド校閲費用  

 

2-3 JSRT中国・四国支部学術大会関係  

2-3-1 英語口述発表スライド校閲費用  

2-3-2 英語展示発表原稿校閲費用  

 



ただし，他団体主催の国際学会等での発表に対する助成は認めない． 

 

 Ⅱ．応募要項  

1． 支給対象費用：当該年1月から12月末に支払いを行った費用（要領収書）．  

2． 助成要項： 上記のとおり．  

3． 助成金額： 申請金額に対し上限2万円 ． 

4． 応募資格：  

1） 応募時に中国・四国支部会員に所属していること．  

2） 1年以上日本放射線技術学会の正会員であること． 

3） 校閲費用の領収書を提示できること．  

4） 論文助成への応募回数に制限は設けない．一方，発表助成の採用は1回限りと

し，採用歴のある方は発表助成への応募はできない．  

5． 選考方法：「中国・四国支部英語論文，英語発表原稿校閲費用助成選考評価基準」に

基づき審査し，支部理事会で承認する．  

6． 応募手続：支部HPからダウンロードした申請書に必要事項を記入し，押印のうえ，

期限までに下記に郵送する．  

 

〒734-8551 広島県広島市南区霞1－2－3 広島大学病院 診療支援部 放射線治療部門内  

公益社団法人日本放射線技術学会中国・四国支部事務局 宛  

＊封筒に「校閲費用助成申請書在中」と朱書きすること．  

 

7． 応募締め切り：6月末，12月末の締め切りで年2回の審査を行う． 

 

以上 

 


